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呼吸器感染症に対するNM441の 臨床的検討

高本 正祇 ・北原 義也 ・原田 泰子 ・石橋 凡雄

国立療養所大牟田病院内科*

呼吸器感染症患者10例(肺 炎3例,気 管支炎7例)に 本剤 を1回100ま たは200mg,1日2回2～14

日間食後経口投与 し,臨 床効果および安全性について検討 した。 この結果,「 著効」3例,「 有効」3例,

「無効」2例,「 判定不能」2例 であった。細菌学的効果は,Streptococcus pneumonineが1株 消失 した。

自他覚的な副作用は認められなかった。また,本 剤 と関係のある臨床検査値異常は1例 にGOT,GPT,

ALP,γ-GTPの 軽度上昇をみたが,投 与終了後無処置で正常に復 した。

本剤は軽症および中等症の呼吸器感染症に有用であると思われた。
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NM441は 日本新薬 株式会 社 で合 成 され,日 本新 薬株

式会 社 と明治製 菓株式会社 に よ り共 同開発 が進 め られ て

い るプロ ドラ ッグ型 のキ ノロン系合成抗菌薬 で ある。 キ

ノ リン環骨 格 の1位 と2位 をSを 介 して4員 環 として

い るこ とが構造 的特徴 であ る。

本 剤 はグラム陽性菌,グ ラム陰性菌 の好 気性 菌 な らび

に嫌 気性菌 に まで及ぶ広域 の抗菌 スペ ク トル と優 れた抗

菌 力 を示 す。特 に,既 存 の経 口用 キノロ ン薬 に対す る感

受性 の低 いPseudomonas aeraginosaに も強 い抗 菌力 を

有 す る1)。 しか し,methicillin-resistant Staphylococcus

aurezcsに 対 す る抗 菌 力 は,ofloxacin,ciprofloxacin

と同 程度 で あ り,tosufloxacinに はや や劣 ってい る2)。

今 回我々 は,呼 吸器感染症 に対す る本剤 の臨床効 果 と副

作 用 について検 討 したので報 告す る。

平成5年1月 よ り平成5年8月 の間 に国立療 養所大牟

田病院 にて治療 を受 け,試 験 参加の同意 を得 た呼吸器感

染 症 の うち10例 に本 剤 を使 用 した。症例 は気 管支 炎7

例 お よび肺 炎3例 で,肺 炎の1例 を除 くすべての症例 に

肺 結核 症,気 管支喘息,気 管支拡張症,肺 線維症,陳 旧

性肺 結核 の基礎 疾患が存在 した。

男性5例,女 性5例,年 齢 は13～84歳(平 均年齢51.2

歳),中 等 症1例,軽 症9例 で あった。推定起 炎菌が検出

さ れ た の は2例 で,Haemophilus sp.,Streptococcus

Pneumoniae各1株 で あ った。1日 投 与 量 は200mg投

与3例,400mg投 与7例 で,投 与 期間 は2～14日 間,総

投与量 は0.7～5.6gで あ った。

臨床効 果の判定 は,起 炎菌 の推移,胸 部 レ線所 見,咳

嗽,喀 痰(量 お よび性状),発 熱,WBC,CRP,ESRな

どの 自他覚所 見 を基 に総 合的 に判 定 し,「著効」,「有効 」,

「や や有効 」,「無効 」の4段 階 お よび 「判 定不能」 で判 定

した。

安 全性の検 討で は,自 他覚的副作 用の有無 を観察 す る

とともに,本 剤 投与前後 にRBC,Hb,Ht,WBC,白 血

球分類,Plateletな どの血液検査,GOT,GPT,ALP,

T-Bil,γ-GTPな どの肝機能検査,BUN,S-Crな どの

腎機能検査など可能な限 り測定 し,本 剤投与 によると思

われる異常変動の有無を検討 した。

全症例の総合臨床成績は 「著効」3例(肺 炎1例,気

管支炎2例),「 有効」3例(気 管支炎3例),「 無効」2

例,「 判定不能」2例 であった(Table1)。 「無効」の例

のうち,1例 は68歳 女性,気 管支喘息で管理中,37.7℃,

咳(+),痰(+)と なり,気 管支炎 として本剤1回100mg

1日2回 投与するも,投 与3日 後にて も解熱せず,CRP

悪化(1+→7+)の ため本剤を中止 してsulbactam・

cefoperazone投 与にて改善 した。他の1例 は,19歳 女

性,発 熱,咳,胸 痛で来院,胸 部 レ線右肺上野に肺炎像

を認め,本 剤1回200mg1日2回 投与 したが,7日 後来

院時,胸 部レ線不変,咳,発 熱不変のため 「無効」とし,

cefteram pivoxil3Tに 変更 し7日 間投与 して改善 し

た。「判定不能」 とした症例のうち,1例 は46歳 女性の

気管支炎で,本剤投与4回 で本人が中止を希望 したため,

規定投与日数を満たさず中止 した。他の1例 は,78歳 男

性の肺炎例で,胸 部 レ線上肺炎像 は認めたが,治 療開始

時感染所見不明確のため 「判定不能」 とした。

細菌学的にはS.pneumonineが1株 消失 した。

副作用は全例に認 められず,臨 床検査値異常 は1例 に

軽度のGOT,GPT,ALP,γ-GTPの 上昇を認めたが,

無処置で正常化 した(Table1,2)。

本剤は経口投与後速やかに吸収 され,体 内で抗菌活性

本体NM394と なるプロ ドラッグである。

本剤の抗菌力は,グ ラム陽性菌,グ ラム陰性菌に広範

囲の抗菌スペク トルを有 し,S. aurezcs, Staphylococcus

epidermidis, Escheherichia coli, P. aeruginosa, Klebsiella

属,Proteans属,Providencia属,Citrobacter属,Entero-

bacter属,Serratia属 に も優 れ た 抗 菌 力 を 示 す 。 特 に,

従 来 の 経 口 剤 で は カ バ ー で き な か っ たP.aeruginosaに
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Table 1. Clinical summary of patients treated with NM441

Table 2. Laboratory findings before and after NM441 treatment

B: before treatment, A: after treatment
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強い抗菌力を示す。我々は呼吸器感染症を,そ の病変が

肺実質にある場合の肺炎(胸 部レ線で小葉大以上の異常

陰影 を示す場合 をいう)と気道にある場合の気管支炎に

分類 し,そ れぞれについて肺に基礎疾患がある場合 とな

い場合に分類 して検討 している3～5)。その理由と詳細は既

に述べたが,今 回もこの分類 に従った。

本剤 を肺炎3例,気 管支炎7例 に使用 したが,「判定不

能」の2例 を除 き,「著効」3例,「 有効」3例 と8例 中6

例が「有効」以上であ り,比 較的良好 な成績が得 られた。

副作用は全例に認 められず,臨 床検査値異常は1例 に

軽度のGOT,GPT,ALP,γ-GTPの 上昇がみられたが,

無処置で正常に復 した。

本剤は軽症ならびに中等症の呼吸器感染症に有用であ

ると思われた。
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Clinical study on NM441 in respiratory tract infections

Masahiro Takamoto, Yoshiya Kitahara, Yasuko Harada and Tsuneo Ishibashi
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1044-1 Tachibana, Ohmuta 837, Japan

NM441 was orally administered to 10 patients with respiratory tract infections (3 cases with pneumo-
nia and 7 with bronchitis) at a dose of 100 or 200mg twice a day for 2-14 days, and the clinical efficacy
and safety were investigated. As a result, the clinical response was excellent in 3, good in 3, poor in 2 and
unknown in 2 cases. In the bacteriological efficacy, Streptococcus pneumoniae was eradicated. No side
effects were observed. As for abnormal laboratory findings, a mild elevation in GOT, GPT, ALP and y-
GTP levels was observed, but the values returned to normal after the NM441 administration without
treatment.

From the above results, NM441 was considered to be useful in the treatment of mild or moderate
respiratory tract infections.


